
  事  務  連  絡 

平成 18 年 4 月 12 日 

 

   

各都道府県障害程度区分担当者 様 

 

 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部  

精神・障害保健課障害程度区分係 

 

 

 障害程度区分関係資料等の訂正について 

 

 

 障害保健福祉行政の推進につきましては、平素よりご協力いただきありがと

うございます。 

さて、標記について、先日発出した下記資料の正誤表を作成しましたので、

適宜修正等をお願いいたします。 

なお、修正後の電子媒体は厚生労働省ホームページに近々掲載する予定です。 

 

※ 厚生労働省ホームページ（障害者福祉のページ） 

  ＜http://www.mhlw.go.jp/bunya/shougaihoken/index.html＞ 

 

 

記 

・ 市町村審査会の運営について（平成18年3月17日付障発第0317006号） 

・ 障害程度区分における「認定調査票記入の手引き」及び「医師意見書記載

の手引き」について（平成18年3月17日付障企発第0317001号） 

・ 障害程度区分認定調査員マニュアル及び市町村審査会委員マニュアルの送

付について（平成18年3月17日付事務連絡） 

・ 障害程度区分の医師意見書の取扱いについて（平成18年3月31日付事務連絡） 

 

 

 

 

 

 
【連絡先】 

厚生労働省障害保健福祉部 

精神・障害保健課 障害程度区分係 

佐藤、武田 

TEL 03-5253-1111（内線 3026） 

FAX 03-3593-2008 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

● 市町村審査会の運営について(平成 18 年 3 月 17 日付障発第 0317006 号厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部長通知)にかかる正誤表 

 

○正誤表（「市町村審査会運営要綱」） 

要綱 誤 正 

① 認定の有効期間を定める場合の留意事項 
  「現在の状況がどの程度継続するか」との観点から、以下の

場合において認定の有効期間（３年間）をより短く（３ヶ月以 
上で）設定するかどうかの検討を行う。なお、初回の認定につ 
いては、市町村事務処理の平準化のため、審査会の意見を踏ま 
えて３年間６ヶ月までの範囲内で市町村が有効期間を定める 
こととなる。 

① 認定の有効期間を定める場合の留意事項 
  「現在の状況がどの程度継続するか」との観点から、以下の 

場合において認定の有効期間（３年間）をより短く（３ヶ月以 
上で）設定するかどうかの検討を行う。なお、初回の認定につ 
いては、市町村事務処理の平準化のため、審査会の意見を踏ま 
えて３年６ヶ月までの範囲内で市町村が有効期間を定めるこ 
ととなる。 

９ 

  

 



 

●障害程度区分における「認定調査票記入の手引き」及び「医師意見書記載の手引き」について（平成 18 年 3 月 17 日付障企発第 0317001 号 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課長通知）にかかる正誤表 

 

○正誤表（別添１「認定調査票記入の手引き」） 

認定調査票 

項 目 
誤 正 

2-7 

「3.一部介助」 

（ア）自分一人では移動ができないため、部分的に介助が行われ

ている場合をいう。 

（イ）介護者が必要な場所へ移動するために手を添えたり、体幹

を支えたり、敷居などの段差で車いすを押す等の介助が行わ

れている場合も含まれる。 

「3.一部介助」 

（ア）自分一人では移動ができないため、部分的に介助が行われ

ている場合をいう。 

（イ）介護者が必要な場所へ移動するために手を添えたり、体幹

を支えたり、敷居などの段差で車いすを押す等の介助が行わ

れている場合も含まれる。 

（ウ）常に声かけをしなければならない場合や強い促し、助言が

必要な場合も含まれる。

4－2 

※着眼点 

咀しゃく（食べ物を噛む）とは異なり、えん下（飲み込む）

という行為ができるかどうかのみに着目して評価する。咀しゃ

く力、口腔内の状況（歯がない等）、えん下と関連する精神面

の問題（飲み込む意思がない等）の有無等について評価する項

目ではない。 

※着眼点 

咀しゃく（食べ物を噛む）とは異なり、えん下（飲み込む）

という行為ができるかどうかのみに着目して評価する。咀しゃ

く力、口腔内の状況（歯がない等）について評価する項目では

ない。 

5－2 下着や靴下は含めない。 削除 

７ 
フ．知的障害、精神障害や自閉症等の行動障害で食に関する異

常な行動、あるいは複数の行動が認められる場合をいう。 

フ．知的障害、精神障害や自閉症等の行動障害で食に関する 

行動障害、あるいは複数の行動が認められる場合をいう。 

８ 

☆選択肢の判断基準 ☆選択肢の判断基準 

「8.疼痛の看護」 

  疼痛の介護において想定される疼痛の範囲は、がん末期の

ペインコントロールに相当する程度であり、これらの病態に対

し湿布（温・冷を問わない）、外用薬の湿布、鎮痛薬の点滴、

硬膜外持続注入、座薬、貼付型経皮吸収剤、注射が行われてい

る場合を含む。



 



● 障害程度区分認定調査員マニュアル及び市町村審査会委員マニュアルの送付について(平成 18 年 3 月 17 日付事務連絡)にかかる正誤表 

 

○正誤表（「認定調査員マニュアル」） 

項目 誤 正 頁 

2-7 

「3.一部介助」 

（ア）自分一人では移動ができないため、部分的に介助が行わ

れている場合をいう。 

（イ）介護者が必要な場所へ移動するために手を添えたり、体

幹を支えたり、敷居などの段差で車いすを押す等の介助が

行われている場合も含まれる。 

「3.一部介助」 

（ア）自分一人では移動ができないため、部分的に介助が行わ

れている場合をいう。 

（イ）介護者が必要な場所へ移動するために手を添えたり、体

幹を支えたり、敷居などの段差で車いすを押す等の介助が

行われている場合も含まれる。 

（ウ）常に声かけをしなければならない場合や強い促し、助言

が必要な場合も含まれる。

23 

4－2 

※着眼点 

咀しゃく（食べ物を噛む）とは異なり、えん下（飲み込む）

という行為ができるかどうかのみに着目して評価する。咀し

ゃく力、口腔内の状況（歯がない等）、えん下と関連する精

神面の問題（飲み込む意思がない等）の有無等について評価

する項目ではない。 

※着眼点 

咀しゃく（食べ物を噛む）とは異なり、えん下（飲み込む）

という行為ができるかどうかのみに着目して評価する。咀しゃ

く力、口腔内の状況（歯がない等）について評価する項目では

ない。 

29 

5－2 下着や靴下は含めない。 削除 36 

７ 
フ．知的障害、精神障害や自閉症等の行動障害で食に関する異

常な行動、あるいは複数の行動が認められる場合をいう。

フ．知的障害、精神障害や自閉症等の行動障害で食に関する

行動障害、あるいは複数の行動が認められる場合をいう。 52 

８ ☆選択肢の判断基準 ☆選択肢の判断基準 

「8.疼痛の看護」 

  疼痛の介護において想定される疼痛の範囲は、がん末期

のペインコントロールに相当する程度であり、これらの病態

に対し湿布（温・冷を問わない）、外用薬の湿布、鎮痛薬の点

滴、硬膜外持続注入、座薬、貼付型経皮吸収剤、注射が行わ

れている場合を含む。

55 
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○正誤表（「市町村審査会委員マニュアル」） 

目次

No 
誤 正 頁 

Ⅳ－2 

② 障害程度区分基準時間は、①に定める時間の範囲にない

が、認定調査項目のうちＢ項目群（行動障害の頻度及び手

段的日常生活動作（IADL）に係る支援の必要性に関する項

目：16 項目）の結果を勘案して、①の状態に相当すると認

められる状態（プロセスⅡによる判定） 

② 障害程度区分基準時間は、①に定める時間の範囲にない

が、認定調査項目のうち行動障害の頻度及び手段的日常生

活動作（IADL）に係る支援の必要性に関する項目（26 項目

（表１IADLスコア表、表２行動障害スコア表を参照））の結

果を勘案して、①の状態に相当すると認められる状態（プ

ロセスⅡによる判定） 

90 

Ⅳ－1 

図２ 市町村審査会資料（イメージ） 図２ 市町村審査会資料（イメージ） 

 

 別添のとおり修正（基準時間の計算を正確な数字に修正し

た） 

19 
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a

≪市町村審査会資料≫



 

● 障害程度区分の医師意見書の取扱いについて（平成 18 年 3 月 31 日付事務連絡）にかかる正誤表 

 

○正誤表 

誤 正 

○ 末梢血液一般検査、血液化学検査、尿検査、胸部エックス線検査の具体

的な範囲は以下のとおり。 

 

検査項目 

血液採取（静脈） 

末梢血液一般検査 

血液疫学的検査判断料 

血液化学検査（10 項目以上） 

生化学的検査（Ⅰ）判断料 

尿中一般物質定性半定量検査 

単純撮影 

写真診断（胸部） 

フィルム（大角） 

費用（平成 18 年診療報酬単価）

120 

230  

1,350 

1,300 

1,550 

280 

650 

850 

140

合計 

 

6,470 

 

 

○ 末梢血液一般検査、血液化学検査、尿検査、胸部エックス線検査の具体

的な範囲は以下のとおり。 

 

検査項目 

血液採取（静脈） 

末梢血液一般検査 

血液疫学的検査判断料 

血液化学検査（10 項目以上） 

生化学的検査（Ⅰ）判断料 

尿中一般物質定性半定量検査 

単純撮影 

写真診断（胸部） 

フィルム（大角） 

費用（平成 18 年診療報酬単価） 

120 

230  

1,350 

1,300 

1,550 

280 

650 

850 

130

合計 

 

6,460 
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